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令和２年２月２２日、明徳小学校閉校の節目となる「閉校記念式典」並びに「惜別の会」を予定ど

おり、無事開催することができました。（主催者の苫小牧市教育委員会からは、１日遅かったら、新

型コロナウィルスの関係で中止もあったと聞いています。）

本事業の準備・運営をしていただきました閉校記念事業協賛会の皆様をはじめ、ご多用にもかかわ

らず、ご臨席を賜りました多くのご来賓の皆様、歴代校長・ＰＴＡ会長、旧職員の皆様、地域・保護

者・卒業生の皆様に心より感謝お礼を申し上げます。

苫小牧市へ校旗返納

感謝状贈呈

全校合唱「大切なもの」

式典 「お別れの言葉」 校長 毛 利 毅

本校は、樽前山を仰ぐ豊かな環境の中、学校に協力的な保護者や地域
の皆様に支えられ、地域とともにある学校として発展し、３７年間の歴
史を刻んでまいりました。時代の流れとはいえ、これまで長きにわたり、
本校の輝かしい歴史や伝統を築き上げてこられました皆様には様々な思
いが去来していることと存じます。特に、この学び舎で小学校生活を過
ごした二千四百余りの卒業生の皆様には、思い出深い母校がなくなるこ
とに言い知れぬ寂しさを感じていることとご推察いたします。
昭和58年の開校以来、本校は、学校教育目標「より正しく、よりすぐ

れたものを求め、強い意志を持って実践する子供の育成に努める」のも
と、目指す子供像である「求める子、あたたかい子、たくましい子」の
育成を目指し、知・徳・体の調和のとれた教育活動を創造し、展開して
まいりました。
閉校を迎える本年度は、子供たちが新たな環境の中でも、友達と仲よ

く協力しながら自分のよさを発揮し、たくましく生きていく力を育むた
め、明徳小学校で学んだことや自分のよさに自信と誇りがもてるよう
にしたいと考え、学力向上と閉校記念事業の成功に向けて日々の教育活
動の充実を図ってまいりました。
特に、閉校記念事業に関しましては、この一年、閉校記念事業協賛会

を中心に保護者や地域の皆様に多大なるご支援･ご協力をいただき、閉校
記念大運動会をはじめ、演劇鑑賞会や音楽鑑賞会、全校もちつき大会な
ど、子供たちにとって楽しく思い出に残る行事を実施していただきまし
た。この場を借りて改めて感謝を申し上げます。
さて、児童の皆さん、この一年間、運動会や学習発表会などの行事や

毎日の学習の中で、努力すること、友達と協力すること、挨拶をしっか
りすることを頑張り、いろいろな行事を成功させ、低学年から高学年ま
で仲のよい明徳小学校を築き上げてくれたこと、大変嬉しく思っていま
す。 しかし、そこには、交通安全指導で見守ってくれた人や図書ボラ
ンティアのお母さん方など、自分たちを支えてくれた多くの人たちがい
たことを決して忘れてはいけません。明徳小学校で学んだことや自分よ
さに自信と誇りをもち、錦岡小学校や凌雲中学校でも、努力・協力・挨
拶を大切にして大いに活躍してくれることを期待しています。「ありがと
う明徳小学校、みんなで希望に向かって力一杯踏み出そう。」
結びになりますが、開校以来、長きにわたりご支援をいただきました

北海道教育庁胆振教育局、苫小牧市教育委員会をはじめ、素晴らしい校
風を築き上げてくださいました歴代の校長先生をはじめ、教職員の皆様、
保護者・地域の皆様、卒業生の皆様、そして、これまで本校の充実・発
展にご尽力を賜りました全ての皆様に心より感謝とお礼を申し上げます
とともに、今後も子供たちの成長を温かく見守り支えていただきますよ
うお願い申し上げ、お別れの言葉といたします。



大西協賛会長挨拶 岩倉市長 来賓挨拶

テーブルスピーチ

第12代校長 山本先生

午後１４時から、グランドホテ テーブルスピーチ

ルニュー王子を会場に、苫小牧市 第2代PTA会長 谷川様 現校長・PTA会長

長をはじめ、市議会議員の皆様、 感謝状授与

教育長並びに教育委員の皆様、歴代校長・ＰＴＡ会長、旧職員の

皆様、保護者・地域、卒業生の皆様、そして、現職員により、盛

大に惜別の会を実施しました。

司会進行は、協賛会事務局次長の深澤さんに活躍してもらいま

した。紙面の関係で掲載できた写真は僅かですが、多くの皆様に

テーブルスピーチ等で、当時の思い出を語っていただき、目頭が テーブルスピーチ

熱くなる場面もありました。ご協力をいただきました皆様に心よ もえぎ町内会長 甲谷様

り感謝申し上げます。

閉校記念事業協賛会 決算報告（概要）

収入の部

項 目 金 額 内 訳

市の補助金 ８００，０００

ＰＴＡ特別会計より ４５５，２８２

町内会寄付 ８０，０００ ４町内会より各２万円

その他 ５０，００８ 教育公務員弘済会教育研究実践校助成（５万円）、決算利息８円

合 計 １，３８５，２９０

支出の部

項 目 金 額 内 訳

閉校記念式典・惜別の会 ６５，５６０ 郵券、はがき、賞状・額など

閉校記念誌 ４７５，２００ 記念誌など

閉校記念事業 ３７１，４９７ 看板、演劇・音楽鑑賞代、回顧展用紙など

予備費 ５，１５４ 協賛会印章

合 計 ９１７，４４１

総収入 － 総支出 ＝ 残金 ４６７，８４９円

残金は教育委員会と協議し記念碑作成費用等として支出します


